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地区まちづくり協議会の活動テーマ（認定申請書より）

令和３年度地区まちづくり協議会活動報告の内容
内容

地区まちづくり協議会名

地区まちづくり協議会の認定日

地区まちづくり計画の認定日

今年度（R3.4.1～R4.3.31）の主な活動内容

今年度の活動の成果は。（よかったこと、成功したこと）

課題や問題、解決に向けての取り組み、改善

今後の予定

まちづくり活動費助成
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③計画
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取り組み、改善
⑧今後の予定

⑨活動費
助成

○　白川区役員会議へ参加：５回

○　白川区クリーン活動への参加：１回

〇　京都文教大学　総合社会学部ゼミ一行の白川訪問応対

○　まちづくりに関する会議（役員会含む）：３回

〇　自治会への活動報告及び住環境対策委員長打ち合わせ：各２回

〇　居住環境実態調査：２回

〇　家屋解体・新築及び隣接地開発の連絡等

〇　市に要望書の提出（道路補修等）

〇　自治会防災・防犯委員会の会議

〇　防犯・防災を目的とした夜回り：（２４回）※月２回

〇　防災訓練（安否確認訓練・炊き出し訓練）

○　まちづくりに関する会議（役員会含む）：１１回

〇　自治会六役と協議会役員会談：２回

○　継続実施している居住環境の
実態調査により空き家及び樹木の
繁茂等の実態を把握し、空き家の
持ち主へ働きかけた結果、長年放
置されていた空き家の解体につな
がったこと。

■　時代の変化もあり石垣の撤去
や敷地内の植樹の減少により、緑
豊かで整った景観が少しずつ失わ
れていること。
□　従前からお住いの方々には日
常の活動を通して、新規転入世帯
の方には地区まちづくり計画の冊
子を配布することにより、まちづくり
への理解を深めていただく。

○　まちづくりに関する会議（役員
会含む）：３～４回
○　自治会への活動報告：４回
○　住環境管理委員との打ち合わ
せ：６回
○　自治会防災・防犯委員会の会
議：５回
○　自治会防災・防犯委員会と共
同の夜回り：２４回（月２回）
○　防災訓練
〇　夏祭り

H２１年度
H２２年度
H２３年度

2
南陵町地区

まちづくり協議会
Ｈ20年

12月8日
H23年

10月14日

よい町を育んでゆくことを目的と
し安心、安全、良好な住環境を
守る為の活動。

■　コロナ禍のため本年度も引き
続き社会活動の自粛があり、積極
的な活動はできなかったこと。
□　地域を盛り上げるため、新集
会所の活用方法を検討し、管理・
運営に積極的に関わっていく。

○　まちづくりに関する会議（役員
会含む）：３～４回
○　新集会所の運営や管理等に
ついて自治会と連携
○　自治会役員会議への参加：５
～６回

H２３年度
H２６年度
H２８年度

1
白川区

まちづくり協議会
Ｈ20年

6月26日
H28年

8月26日

１) 白川地区の良好な景観形成
を目指し、景観の保全と育成を
検討する。
２) 白川地区の歴史文化の保
全と継承及び観光振興のた
め、金色院跡などの文化財保
護や整備を検討する。
３) 白川地区の交通問題の解
決に向けて、道路等のあり方に
ついて検討する。
４) 白川地区の特産である茶業
の振興に向けて検討する。
５) 白川地区の福祉の充実に向
けて検討する。

○　本年度も京都文教大学の総合
社会学部ゼミ一行が訪問され、白
川の歴史や暮らし、地域性につい
て説明する機会を得られたこと。

○　まちづくり計画の実行に関し
て、積極的に施策を提案し、自治
会活動の一環としての取り組みを
進めるという方針を確認し、自治会
との協議に着手できたこと。

■　協議会活動への参加者が固
定されていて、年齢構成に偏りが
みられる。協議会役員のなり手が
いないこと。
□　継続的に活動する組織にする
ため、自治会の中から委員を輩出
するなどを進めて行く。

○　まちづくりに関する会議（役員
会含む）：１２回
○　自治会六役と協議会運営委員
との会議：４回

H２８年度
R１年度
R２年度

3
南御蔵山地区

まちづくり協議会
Ｈ21年

8月14日
R2年

11月13日

本協議会は、緑ゆたかで閑静
な住環境を維持し、住民の快適
で安全な生活を守ることを目標
としたまちづくりの実現に向け
て、その具体化と推進をはかる
ことを目的とする。
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○　まちづくりに関する会議（役員会含む）：２回

○　まちづくりに関する会議（役員会含む）：５回

○　志津川地区まち協ニュース発行：５回

○　花野菜いっぱい運動の推進：２回

○　椿ロード草刈り：２回

〇　第３回写真展及び志津川市（いち）への協力：各１回

○　まちづくりに関する会議（役員会含む）：１２回

〇　フリースペース・居場所づくり

　活動を自粛したため特になし。

■　コロナ禍のため対面での会議
があまりできなかったため。
□　安全を第一に緊急の場合以外
は、極力対面での会議は避けるよ
うにしている。

○　まちづくりに関する会議（役員
会含む）：３回

H２７年度4
宇治市北の玄関
街づくり協議会

Ｈ21年
9月25日

未

六地蔵地区並びに木幡御蔵山
地域の一部の都市機能と生活
環境の向上をはかり、安全かつ
快適で文化的な街づくりを推進
することを目的とする。

○　休耕田を活用した園芸広場が
花や野菜を自ら栽培し安心して食
べられると好評を得たこと。
〇　まち協ニュースにより、地域の
情報共有ができていること。

■　役員体制の確立。
■　対面で会議を行えないなどコ
ロナ禍による活動の制限。
□　方針提起を文書で行い、各意
見も文書で持ち寄るなど活動方法
を工夫している。

○　まちづくりに関する会議（役員
会含む）：５回
○　まちづくりに関する勉強会
○　志津川地区まち協ニュース発
行：６回
○　花野菜いっぱい運動の推進：３
回
〇　椿ロード草刈り：２回
〇　第４回写真展：１回

H２５年度
H２６年度
H２７年度

○　新築や解体時のお願い文書に
より、事業実施時の騒音の低下な
どに繋がっていること。

■　コロナ禍による活動の制限。
□　オンラインを活用した意見交換
方法の模索。

○　まちづくりに関する会議（役員
会含む）：１２回
○　子ども会と連携したハロウィン
イベント
○　フリーマーケット

―

5
志津川地区

まちづくり協議会
H22年
2月8日

未

・ 緑豊かな美しい自然を生かし
たまちづくり

・ 生涯住み続けられる住環境を
つくるまちづくり

・ 助け合って生きていけるまち
づくりを目標としたまちづくりを
行うことを目的とする。

6
明星町地区

まちづくり協議会
Ｈ22年

6月11日
未

明星町地区の住環境を良好に
保ち、健康で安心できる、安全
で、住んでよかったと思えるま
ちづくりの実現に向けて、その
具体化と推進を図ることを目的
とする。
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 ○　まちづくりに関する会議（役員会含む）：４回

○　まちづくりに関する会議（役員会含む）：１１回
　　【内　　容】定例会２回、役員会９回

○　まち協総会等中止による資料配布：２回

○　清掃行事：２回
　　【内　　容】　環境整備、道路沿いゴミ撤去

○　要望書活動（地域の要望を行政機関等へ文書で提出・回答）

○　まちづくり勉強会（市各課と地域についての懇談）

○　まちづくり協議会ニュースの発行（町内会全戸配布）：６回

〇　カフェすみやま：５回

若い人も高齢の人も豊かな自
然環境を生かし安心して楽しく
住みつづけられることを目標と
したまちづくりの実現に向けて、
まちづくりの提案・実践と住民
の合意形成に留意し、その具
現化と推進をはかることを目的
とする。

平等院表参道が国内・国外の
お客様を迎えるにふさわしい通
りとなることを目指し、沿道の事
業者・住民・行政等が協働し
て、地域の歴史的・文化的な背
景を活かした良好な景観づくり
を進めることを本協議会の目的
とする。

　活動があまりできなかったため特
になし。

■　コロナ禍のため、対面での会
議等もあまりできず、また各店舗
は営業維持に注力され、勉強会や
イベントができない状況が続いた
こと。
□　安全・安心で魅力あるまちのア
ピールに努める。

7
平等院表参道

まちづくり協議会
Ｈ28年

12月26日
未

8
炭山地区

まちづくり協議会
Ｈ29年

9月20日
未

○　まちづくりに関する会議（役員
会含む）：６回
○　自治会と連携したイベント：１
回

H２８年度

○　年２回の清掃行事が計画通り
実施できたこと。
○　役員会の開催が定着し、まち
づくりについての協議ができたこ
と。

■　協議会活動への参加者が固
定され、参加者も少ないこと。
■　スタッフ不足。まちづくり協議
会の会員を増やし、専門部会の活
動をさらに改善していくことが必
要。
□　多様なニュースで炭山のこと
がわかるニュースとするため、「編
集委員」の体制を整える。

○　カフェすみやまの実施
〇　清掃行事：２回
〇　まち協ニュースの発行：１０回
以上
〇　区と連携した要望書活動（地
域要望の整理）
〇　役員会・定例会

―


